
卒業式シーズンが到来。街では袴を着た若者を見る機会も増え、
何だかこちらまで嬉しくなります。
さて、薬学部は忙しい学部のため、日々勉強や実験、実習に追わ
れ、学生時代を謳歌することが難しいです。特に、今年の卒業生は
新型コロナの影響を強く受けたことで生活が様変わりし、Zoomな
どを用いたウェブ講座が大学内で実施されたほか、多くの学会で
バーチャル化が導入されました。皆さんが大学生活を満喫できたの
かが気がかりです。
3月13日からはマスク着用が個人の判断に委ねられるようになり、
4月からは大学でも対面講義が増えるといいます。しかし、学生から
はこのままウェブでの講義を続けてほしいという要望があるようで、
メディセレにも引き続きウェブでの支援を依頼するところが多いで
す。Zoom教室を先駆けて実施したメディセレスクールでは、ウェブ
講座を受けた学生と対面講義を受けた学生とでは合格率に有意差は
出ていません。「対面じゃないと！」と思う教授も多いようですが、学
生としては対面よりウェブのほうが自由で融通が利くと考えているよ
うで、上手く使ってくれているのだなと感心します。
たとえ望まなくても外部要因で社会は変化しますが、医療分野は
IT化が遅れていると思います。ただ、どんな時代でも柔軟に対応で
きる世代が新たに社会に出てくるため、私たちもともに成長できる
“共育”の社会にしていければと思います。
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